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である といえる。人間形成とい句 ζ とは ，結局， との社会的存在としての人聞をつ〈るととである与 も
っと具体的Kい勺と.生活に必嬰iI*材包知識 と行動， $'よびその社会の富怒を身につけ ，自主独立し
たー飽の健康念パーソナ リティとしての人闘をつ〈るととである。
一方 ，幼児紡の特色をみると .幼児は発達が未分化なため，自己中心のヲ傾向が強ぐ，いまだ社会的存













































第 4に ，とれをもっと具体的に考えると，社会性とは .生活能力であり.生活技術でもあj;J.社会的
独立と責任を果たす .より有能を人聞に念ってい〈機能であるといえる。
以上 .社会性の意味 .内容y1:ついて .吉田毒事吉氏が述べているζとを中心κまとめたのであるが .社
会性をとのよう念内容として考えるならば.次κ，とれを具体的にどのようにとらえていくかが問題と
念ろう。とれκついて.吉田専吉氏は.具体的念行動項目を次の4つのカテゴリーに集約してとらえよ



































がらと，上述の因子としては，社会性発達の初期の段階に属する H 自立性1 (1(重点がかかれるととKな











紙切bとハンカチ結び ).人間関係、一社会的関係一ー の認識(定義).常識、 琵語能力(語Ii>，定緩
)の扇から ，社会性として，検筆中の態度から念されるが，前者は総合されて社会的生活能力指数(s， 
Q， ， )で，後者は社会点で表わされる。
ζの社会的生活能力Vてついて ，手引書には次のように解説されている。 i社会的生活能力は ，潜留守
にもっている能力ではな<，現実に発慰している生活力である。 ……笑際の日 常生活や社交Vてお、いてど
れだけのととをしているかをみようとするものである。やらせればやれるというのではな<.笑僚にや









つの領域陀大分し.2寓1は，社会生活筏力として.1. しどとの能力.2. からだのとをし，五 ζと
ば.4. 集団への参加 .5. 自発性(自主主性)，6. 9己統制の 6つの面から .2広2V亡は，社会生活能






















る。親子関係の笑;慣を(ぜ慢するにはζのよう 左翼量点が伴 うが， ζれをできるだけ正確κ客観的にとらえ
るには，少な〈 とも次の 5つの級点から測定されなければ友らないといわれる。すtcわち .第 1は親Uて







続子関係診断テス ト[商業免用 ) (品川不二郎・品川孝子夫著〉
ζの検査の問題項目は ，殺の子(IL対する笠宮しくない特僻ヲ念態度を5つ取り出し ，ぞれそさらκ.
それぞれ2つの型κ介けている。すなわち，拒否的態度(消極的拒密製・積続的拒密型)，支配的態度
(厳格型 ・期待型)，保護的態度(干渉製 ・不安型 )，服従的態度(溺愛型・盲従裂 )，矛盾 ・不一致
的態度(矛盾型 ・不一致型 〉がそれで，との5つの親の態度の内容は ，次のよ号tc意旅をもっている。
持E否的態度
続の子どもに対する態変に.拒否的傾向がある場合で，たとえば，子どもへの愛情の欠如，援助の挺否 ，子どもの@きかけK対する






















型iと呼b.r不一致裂1(1)両親では，両i!!の態度がー 致せず，たとえば，父親は拒否的であり ，母親は保護的であるとか ，あるいは
母i!lIJ;支記約であり.父渡が服従的であるかで，子どもが両緩から異なった取り級いを受けているタイプである.(手51¥1による)
-5ー
との検査の各~í'Cは 1 0 ~頁自の問題があり ， その回答による得点〈粗点〉から ， 各型どとにパーヒン
タイルが求められる。とれはさらに.親の態度を縦と績(東西南北〉の軸にとったダイアグラムκ
茨わすととができるようになっている。貌の態度は.とのパーセンタイル iJ~低〈なるほど好ましくない
わけで .2 0パ セーンタイル以トは危険 .20から 40パーセンタイルまでは準危険地待とされる。






L 乱暴 .破壊.fà~島 Z 非UI淘.~宇協力，わがまま 瓦 反抗 4. 窓口.かげ口，つげ口 五 自慢，自己顕示.見
え~ 6. J!l.耐を守らない，無作法 1 h賞佳 .約束を守らない & n忍.同情心欠釦，意地悪，自己中心 量 出しゃ
ばり.おせっかい，ボス・おべっか.がき大将，合声，奇行 10. 非行.うそ.!iみ ，性的非行 ，利己心
B、 ~U会性
L 狐l!l 2 集団不参加 1 ひっとみ忠長 4 憶病，ij8虫 5. 世~口 ， 無表現，陰気 ι 子どもらしきの欠知
7. *:1人的不適応，対人妓術欠如
C、自己評価・興味・意志の問通
L 劣等感 1 反省造殉.Jii感，退避 l 興味欠如 4 祭気力 主針爵位失釦 邑 自律を欠如 .8気なし
7 注意敏霞 .f&ちつきなし
D.退行性
1. $ん坊じみてい :r.. 甘えん~ t ひね〈れ.すねる 3. i'1虫，だだす子
E、神経質 ・神経的習慣・神経症
L 持経質 2. f事E量的習償 エ 神~症的徴候
F.生活轡慣
l 食事の問題 2. 衣服の問題 3. I!恨の問題 4 清潔の問溺 5. 生活1度 a 両緩に対するI度の~
G、学力 ・能力







分けし .各グループ間の差異をみるととにした。その観点として，次の 5つを取 りあげ .験討してみよ


















新潟市内 (住宅地域)の保育所 ，幼稚園の 2ft:保育児 5 a名(男子 24名.女子34名〕
A保育所・H ・H ・- 13名(男子 4 ，女子 守)
B保育所……・・24名(男子 12.女子 市2) 
C幼稚園…..…21名〈男子 a .女子 13 ) 
各国(保育所 ，幼稚匿の両者を含めて以下とのよ今に呼ぶ)の 2年保育児は，特に選択するよ丹念と
とはせず .同ー ク ラス全員を対象とした。幼児総合精神検査を実施した幼児は 67名であったが.貌の






























技術 .8常生活での生存号能力 (親の評定).さらに検査中の態度から社会性治事F定きれる工句 U亡~って
いる。









とれを皮数介布表で男女別.保育所・幼稚園別に示すと.~夜 3 図 . m4図のよ今に左b。
第 1表知能偏差値 第 2表 知能偏差値(努削:1)) ~ 3表 知能鰐差値(保・幼別)
若手 笑数 骨量差値の平均 群 実数 偏差値の平均 実数 |偏差値の平剣
男子保育所児 1 6名 4ι5 男子 24~包 4 a7 57名 1 4 ao I 
男子幼稚関児 8名 5 ~ 1 女子 34名 50.3 21名 I52.6 
女子保育所児 2 1名 4虫1 全体 58名 4 9.6 58名 I49. 6. 
一 一ー一一一一一一-------'-ー-晶畠ー-~幽』・ー一二--圃』一一-一 一色a・一 ‘ 
!女子幼稚園児 1 3名
-8-
f，l'; 3図 知能偏差値の分布(勢女別) 第 4図 知能偏差値の介布(保育所・幼稚倒的
15 15 
10 10 



































































Pミ号 人物画による反応 図版の叙述による反応S型 M型 F型 N型 (1 )敵意 2)不漏 4)拒否 6)孤3z8)不安
男子保育所児玉 2 ヨ 2 日 2 2 2 。
男子幼稚随児 。 2 1 。 。 1 1 
女子保育所児 1 4 6 1 。 5 。
女子幼稚腿!毛。 2 5 1 。 。，1 6 
男 子 3( 125) 4' (16.6) 4(1ω) 2(83} 。 5 ¥1 3 '1 3 
女 子 1( 29) 6 (17.6) 9( 26A) 2(58) 1 1 T 11 
る(162) 9(243) 3(a1:) 5 
1 
保育所児 4(10B) 1 2 7 。
幼稚園児 。 4. (19.0) 4( 19.0) 1(47) 。 2 。1 7 1 














F型・ ・ ・コン71)クトと7ラス トレ-'ltJ/をいっし正にしたもの.すなわち.績縛葛I(かっとう).f昔神的困難.複合
欲;1(不満.焦燥など










¥グh¥ヲー「項-..._目 喜貌平定の みきり区制定想定義 常識 語い S.Q. 社会点
主h
男子保育所涜 28.5 5.4 ~. 8 9. ~ 4.0 4.6 4.6 9 1.4 0.2 
男子幼稚関涜 27.6 5.2 2.5 7.7 4、6 5.1 4.7 92.9 1.0 
女子保育所持 25.4 5.3 4.5 9.9 5.4 5.0 五5 守守:6
女手幼稚留資 26.4 4.6 4. :; 9.0 6.0 5.3 ¥ 五5 04.7 1.9 
男 子 28.il 5.3 3.4 8.7 4.2 4.7 4.6 9 1.5 
女 子 25.8 5.1 4.4 全5 5.ι 5.1 五5 o 1.1 1.6 I 
保育所児 26.空 5.4 4.2 宇'.6 4.8 4.8 4.0 96.0 0.9 
幼稚園地: 2 6. 9 4.9 3.6 8.5 5.5 5.2 4.0 o Q.2 1.5 
金 休 2ι8 5.2 4.0 9:2 5.0 5.0 4.0 守7.5 1. 1 
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81 9守 101・111 121 131 
I I 1 1 I I 









81 91 101 11 121 131 
I I 1 I 1 1 
90 100 110 120 130 140 
???? ? ? ???????、 ，? ?

















陣織にそって切りn 9(37.5) 17( 4貯)






1つ結び，またはlI 6(33.3) とま結び 1回 11 
とま結び 2回 1 10(41.6) 
数字は人数.( )内I'tグルー プの総数に対する百分比〈以下の向鍾のlにおいても同じ)
第 8表 f者織
問 題 男 子. 
t 鼻.HD. U .耳(を備で刀てさせる〉 ?'3( 958) 
2. 姓名(をいわせる〕 23(958) 
五 感いときはど号 8，'ますか 1 S( 625) 
4. のどがかわいたときはどうしますか 23(958) 
















し:かし .ハY カチ結びでは ， ζ ま結び 2 固できる幼児は男子の方~4 1. 6%、女子の方に 7ι4%と
差があり.女子の方がすぐれている。と支給び2図できるとい勺と.とは.たとえば，自分の弁当箱をハ
yカテκ包んで結ぶζとができる ζとを窓味し.自分のものは自分で始末する能力κ遁ずるものである。
全体の幼児の中fては ，ハンカチ結びが全然できない幼児も若手(約 14.% )いた。
常設については，婦女聞に大きを釜はな く.ぜた .手引害児示されている 4才 .5才級の標準と大体









司評そ定ごa~、ー』q3F定~段階 C+) ( 0 ) 
a男子 女子 全体 男子 女子
(1 )同伴者から 21( 87.5) 29(852) . 50(862) 3( 125) 5(147) 
(2)質問に対して 11(45.8) 23(ι.7.6) 34(5脳〉 9(37.5) 7(2日5)
(3) p 6(250) 8(23.5) 14(24.1) 15(625) 21(617) 
(4) 。 1( 4.1) 5(147) 6(1日5)15( 625) 19(55め
(5) v 5(208 12(352) 17(29.3) 12(5(10) 14(41.1) 
(6)わからないとき 7(29.1 14( 41.1) 21(362) 10(416) 16( 47.0) 
(7)言 諮 3( 125 8(2出〉 11(1a9) 17(708) 24(7出)
(8)態 度 3(125 3(朗) 6(1(13) 17(708) 25(735) 
(9)興 味 1 ( 4.1) 2( 58) 3( 5.1) 21 (87.5) 27(79.4) 
(10)緊 張 。 日 。 20(83.3) 32(94.1) 
(1)自 信 。 。 。 23(95B) 33(97.0) 
(12)動' 作 。 1( 29) 1( 1J) 21(87.5) 30(882) 
数字は人数.( )内は百分比(J1下の同穫の表においても閉じ)
※各都の評定段階の内窓は?J(ぬようになっている。
α} 同伴者から すく絵れる 経れにくい
(ー 〉
全体 男子 女子 全体
8( 13]) 。 。 口、
16(27.5) 4( 1“) 4( 117) 8(1五7)
36( 620) 5(125) 5( 147) 8(13.7) 
34(586) 8(33.3) 刊 (29.4)18( 31.0) 
26( 44B) 7(29.1 。8(2玉5)15( 258) 
26(448) 7(2引) 4( 117) 1市(1a9)
41(706 ) 4(16.6) 2( 58) 6(1ω) 
42(72A) 4(16.6) 6(17.6) 10(17.2) 
48(827) 2( 85) 5( 147) 7( 120)1 
52(89.6) 4(16.6) 2( 58) 6( 10.5)1 
56(965) 1( 4.1) 1( 29) 2(五4】|
51(87.9) 3(125) 3( 88) 6( 10.3) 
(2) 賓筒IL対し すぐ答える 繰返しきかないと答えない
厳れないで伺伴者と入室したり.泣く
いつまでもだまっτいる
(3) ff よく考えτ答える ふつう
(4) 思っているζとをうまく表現する ふつう
(5) H ものがはっきり言える ふつう
(6) わからないとき 考えてからわからないという すぐわからないという
(7) 雪 話 ~Jl ll!t ふつう
(8) 態 度 おちついている ふつう
θ) 興 味 興味をもち隣僚的 ふつう
。め緊 張 ふだんと変わらない態度 ふつう
(11) 自 信 自信にみちたIi!!t ふつう
(1 z) 動 作 if-い ふつう

















(1 )と(2)は .幼児の半数以上が(+)の方に言平定されている。とれば .対象が保育所.幼稚園の寓児であ
るため，施設での生活で自然ttC訓練された結果である弓と恩われる。半数近〈は， (0 )の段階に評定
1ト
されているが， (+)の段階にもかなり多〈評定されているのが，項目β)， (5) ， (6)である。 ζれは，施
設での生活を通じて.もっと多〈なるととが期待されるものであろう。その他の項目は，半数以よ珂0)
の段階K評定されている。(ー)の段階では，項目(4).，(5) ， (6) ， (8) 1.i:どがかなD目立っている。
念~.本検査に工って測定された知能偏差値と，社会的生活能力指数との相関関係をみると . 相関係






作事 社会生活能力 基本的習慣仕事力のかζら念放し ととり集団へ自発他 自己 清潔排池泊衣醐民食事 言十 S人能 の参加 統制
1 4.6 15.9 1 5.6 1 <1-.6 15.7 1 5.6 aι 明5 9.1 &2 1 7.4 145.5 
男 子 105 
(5:7) (4:10) (4: 11 (5:5) (5:7) λ-8 λ.-8 λ~λ λ-B λ~λ (5:2) 
1 2.0 1 4.2 1 5.1 1 4.1 1-五? 1五2 &3 9.0 806 7.7 1 6.6 1332 
女 子 88 
(4:9):(4:2) (4:9) (4:8) (4:4) (4:5) λ._8 λ-8 _\.~_\: B-C λ~B 4:3) 
1五1 15.0 1 5.0 1 4.0 14.2 .1五6 8.1 9.1 空白 7.9 16.守 137.0 
保育所児 93 
(5:0) ( 4:7) (予:守〉 (4 :8) (4・7)(4:7) λ-8 λ-B λ.-_¥. B-C 人-8( 4:6) 
1五1 1 4.6 1 5.9 15.0 15.4 1 4.7 &4 9.5 8.6 7.9 1 7.0 140.6 
幼稚園児 98 
(5;口〉 (4:5) (4: 11 (5:2) (5: 1) (5:0) λ.-B λ-6 .¥-λ B-C λ_B (4:9) 
1五f 14.9 1 5.3 1 4.3 1 4.7 1 4.2 &4 9.2 &8 7.9 1 7.0 1383 
全 体 95 
(5:口)1(4:5)1 (4:9) 1(4:8) 1 (4:1 日 (4: 1 0)λ.-6λ，.....，Bλ~λ トOλ~61(4:7) 
数字は組点の平均 ( )内はそれに対する年令段階(以下の向衰の表においても筒じ)


























一 全体一 努ー子 一一 女子
第 8図 社会成熟度プロアィ .ー.JV(保育所・幼稚箇別)




















がみら.れた。(漆印 0. 0 5の危険$'"…必.0. 0 1の危険率……※※) 全体的に，パーセンタイル
が低めに怠っているのは，各類型どとの致問vci都回答してい念い例がか念りあったためと思われる。





下群¥平 議拒 積拒 厳格 期待 干渉 不安 溺愛 盲従 矛盾 不一致
男 子
1 7.1 1 5.9 13.0 1 6.1 1 4.2 12.2 17.5 1 5.9 14.7 15.3 
(40~60 (30-40) (4ふ-60)(65--80) (4!;-.6 0) (5G--40) (3与-(0)( 40-55) ( 15-20) (25-<i5) I 
女 子
1ιo 15.5 1 .7 1 4.1 1 2.8 9. 1 1 6.0 15.4 15.7 1 6.3 
(25-40) (3仏-40)(1ト25)(40-60) (25--o5) ( 15--20) (~5--<i5) 1 (40-55) (2ト.QO)(35-!i0) 
16.0 1 15.2 1 2.1 1 5.2 13.4 1 0.日 1 6.5 ， 1 5.5 1 4.9 15.5 
保育 所児
(15--2山 25--3め |(2.5-40) I (3U'--40) (25叫 0)(5か-65)(3ト45)(2ら-25)(2らお)[(4かる5)
1 Z 3 I 1ι7 12.5 14.5 1五5 1 1.0 16.9 I 15.8 1 6.1 
幼稚鹿児
(40吋 0)1 (4<NS0) (2テ-40)(4ト50)(3ふ-45)G2号、30)(25:-.35)1 (4ト55)(5か-45)(3ら-o0)1 
会
144157125T4P151 1G4166 1 154 75315p l 
体
(25吋 0)1 (3ト40)1(2ト40)1(40、-50)1(3ら-45)1(2仏-25)1(2テ-65)1(4I)、65)1(2ト30)1(2忌・35)
書原 12?受 親子関係診断テス ト(父親〉
'--...若手i、¥類¥型 消1E 積板 厳格 期待 干渉 不安 溺愛 盲従 矛盾 不一書士
， 1 6.4 1 6.:5 1 6. ¥' 1 4.6 16.8 15.2 
屯男 子
1 2.~M 12.0 14.4 16.2 
(25-40) (4トoO)(2与-40)(6与-80)(4忌品目】(3か-40)(2トo5)(4ふる5)( 15-.2日)(3ふ.$0)
1 Z 4 1ι9 1 4.4 14.6 
女 子
13.5 1 0.4 1 5.0 1 5.0 15.2 1 6.4 
(4仏-60)(4か-60)(6か..0 (4かお日〉 (3ら-45)(2炉、25)(1ト史5)(4ふ-55)(21}品目)1(3与-6.0)
保育所児
16.6 1 5.~※ 12.6 1 5.7 1 4.0 1 0.8 1 6.4 15.0 
(2ら-40)(3ふ-40)(25-40) (5G・-65)(4与-60)(20-25) (25--o5) ( 40必 5)(15--20).1 (Z5-o5) 
1 7.2 1 7.6 1 2.8 1 5.4 14.3 1 1.4 1 5.5 1 5.2 1 6.8 
幼稚鐙児
( 2(}-.o恥 N 日)(4D--o0) (6か-75)(2号、40)(50吋 5)(4ら--(0)(25-<iO) (1ト.QS)(4ト55)
金 体 1 6.9 1 6.7 1 2.7 1 5.5 1 4.1 1 1.1 1 1>.0 1 5.1 1 4.8 i 1 6.3 
( 4 3名〉 (日)1(40-60)1 (25-40)1 (5i}--65)1 (4竺出回目)1(25-<i5)1 (40-55)1 (向山山口)
数字はm点の平均.( )内はそれに対応するパ セー ンタイルの範悶{以下の同種の表区おいても同仏)
第 1:5表 父母の年令 男女別では.反社会性の詣自に ，保育所 ・幼縫国別では .反社会j生，非
(父親) 社会性，生活習慣の演自にやや差がみられるが ，その他の項目κは差がみ
2 0代・H ・H ・. 2名 られず ，全体として大きな差とは考えられない。全体としての傾向では、
3 0代… …・5日;g ~p; 1 4表 貌の評定する問題君主侯
4 0代…….. 9名 ¥務¥踊¥日、 反社会性 非社会性 自己簿価 退行性 神経質
不詳...・H ・.. 7名 5母 子 5.1 五2 ~. 5 1. 1 1.4 2.7 
女 子 2.5 2.9 1.6 日.9 1.5 2.7 
~ 一 一ト一一一一一 トァ一一一 一
保育所兇 五2 2.7 1.5 0.9 1.5 2.3 
一一
幼稚腐児 2.0 5.6 1.! 1.1、 1.3 3.3 
命
















では S.Q.，8目以下の幼児を選び非社会性群と したの手引蓄によると .S .Q.i"J: ， (+ 2 ) (+ 1 ) ( 0 ) 
(-'-1)(-2)の5尉穏に評価されるよ号 K怠っているが.S.Q，.8日以下は(-2 )の段階から(.，...




問群の生活年指令 第 15表 社倒甘生活能力がーよび社会点
トぞ白面 貌の a紙 bハY カ袋醤気汚 定義 常識 語 ν、S.Q. 社会点警官主 タJ句 チ結び (a+b) 
非社会性 24 4.1 2.5 6.6 2.2 五5 1.2 62.1 -3.0 
( 1 2名 ( 3才級 ( 4;撒 (2才級)(吋領)(2才級〉 (-2 ) 
普 通 27 5.5 4.4 9.9 5.8 5.4 4.7 10ι7 +2，2 








き子 社会点の( )内はij7fi段階を示す………(+Z) (+1) (0) (ー 1) (-2)のS段港
得点がか念り低(~ってがり . ζれを年齢段階で比較すると . 自常生活の自立 { 続の評定) と生活技術
については， 約 1才の差がみられ.5:主義 .常識 .語いでは .2-3才の差がみ.られる。生活妓術の函よ
第 16表紙切り 第 17.表 J、ンカテ結び
第 18表常議
:五自E主非社会tl 普通
10(6五3 46( 10.0) 
2 11(91.6 砧(1日田)
5 5( 41.6 37( 80.4) 
4 11 (91.6 45( 97.8) 
5 。 33( 71.7) 
6 I 5( 4 1.6~ 37( 8ω) 
一~ 7_ . I 0. [三(5.1) 
t ，言語的1.r菌の差が著しい。
生活技術と常識について .各段階や問題項目の合格識を比


























〕項ま目平、¥ (+ ) (ー)非社会性普通 非社会性 普 i丞
t 8(66.6) 42(91.3) 。 。
2 2(16.6) .52(69.5) 6( 50.0) 2 ( 4.3) 
5 日 1 4( 5 0.4) 4( 53.5) 4 ( 86干
4 。 6( 1 3.0) 守(75.0) 9(19.5) 
5 。 17(3ι9) 7(58.3) 8(17.3) 
6 1 ( 8.3) 2 O( 4五4) 7 ( 5 8.5) 4 ( a 6 ) 
7 1 ( 8.3) 1日(21.7】 2( 16.6) 4 ( 86) 
8 。 6(13.0) 4(33.3) 6( 1.5.0) 
9 。 3( 6.5) 4(33.3) 3 ( 6.5) 
1 0 。 。 2( 16.6) 4 ( a品、
1 1 。 。 1 ( 8.3) 1 ( 2.1.) 
1 2 。 1( 2.1) 3(25.0) 3( 6.5) 
t 
五~ しどとから1<ととり 集参 自発組 自統 清潔 排池 着3安 睡眠 食事 者十
12.6 1五日 1 4.1 13.4 1 2.9 13.0 1守 8.6 色守 7.8 1 7.2 129.8 
非社会性
(4: 11) (5:9 (4:4) (4:4) (3: 11 (4:5) ら--c B-C λ~λ B~C .\~λ 
1五2 1 5.4 1 5.6 14.61 15.1 1 4.5 8.8 7.9 16.9 1405 















と差がない。 ζのととから， 社会的生活能力と知能との悶には .か右:り
高い相関関係が<b9 ，社会性の発遥には.ある程度の知的能力が基礎となる ものと考えられる。










第 22表(呉常反応、の方は .非社会性若手の幼児の反応、がほとんど授かったため省いた)から .非社会











1 5.1 I 1 5.1 I 1 2.5 I 1 5.1 I 1 4.0 I 1 1.3 I 1 8.1 I 1 5.5 I 1 5.1 I 1ι4 I 
要件土会性 、| 
(15-25)(30-40}(254日)1(50-65)1(45-品目)1(25-30)50-70)!(40_55 20_30)1(35_5引
1 6.6 I 1 5.9 I ， 2.2 I 1 4.8 I 1五2I 10.1 I 16.2 I 15.6 I 15.4 I 15.8 I 










〈各側面は相関連 して 1つのパーソナリティを様成していると とが盤解された。 Zえに .ζれを個々の幼
児κついて.非社会性群の幼児ひとりひと りは笑際κどのよ号念状態であるかを具体的にみるために . 
.:_ 18-
いぐっかの事例を筒厳κ紹介してなとう。(父母の年齢，験業は傭人の秘密を守る意味から記さ'fJ;1n)
~øu 1) A男児 生活年齢 4才 5か月
事①凶 社会的生括経カプn'~ール












性格面では.!i型の反応がみられた. 自~の発動が弱小. 11'1極的，依存的という領型にはいり，，自の評定する問題徴候にも ，ひっとみ
思案， tわがりなど3字社会性の問題点があげられている.t捕においては.自分から進んで友だちと選ぶというととができない1*nである。
13)生育監






























































































































事例 4) D女児 生活年齢 4才 10;か月







































































(3) 蛸 lt 第⑪図 il!千羽~診断テスト




















1人子 1 1名 (18.9%) 1人子 1 1名(男子3.女子8) 
2人き I今だい ・ 4 2 1 ( 7 2. 4 % ) 1 I長子 ・ 20 T (郷子 10 ，女子 10 ) 
5人きょ巧だい ーー … 3n( 5.1%)'r.....{末子 ・… 27. (男子 11 .女子 16)
4人き zうだい 0 ・ e ・0 ・2• ( 五4%)} l中間子 ・・・ o H 
とれらの幼児κついて .きzうだいの有無や出生順位のちがいが ，そのパー ソナリティ κどのように
影響しているかを検討するために ，1人子.長子 .;絞チの5タJレ~フ・を作り(それぞれ 1人子岩手.t量子
若手，末子群と呼ぶ)，比較してみるととVてする。
1)社会性












26 4.7 4.5 
26 5.5 五6




9. 1 4.8 
9.3 4.7 
欄 |語い|SQ出掠










仕事 の総力 1 
からだのζなし ト















(S.Q..l05) (S.Q..91) (S.Q..95) 
性格面については，次の
2つのき警から ，次のよ号な点が指摘できる。人物闘反応の期型については， 1人子若草κ.p当担分Z多〈み
られ .S • M~盟は他の 2群K比べて少?をぐt.t っている。
懇の言平定する腎題徴富美Kついては .どの項目についても .1入子群は.ほかの 2群n:l土べ問題点が低
〈念っておI"h ，特(1[，非社会性。て関する問題点は目立って低〈念っている。 ζれK比べて， -lミ子併には
非社会性の問題点が.ほかの 2群K比べて最も高<.また. 生活習慣の弘常災保も~ <~~?ている。














1. O I 1.5 




》竺ぎ消拒 繍搭 嫌格 期待 干渉 不安 溺9'.. 盲従 矛盾 不一敏
1ιo 1 4.9 
1人予
1 1.2 1 3.4 1乙4 10.0 ，z守14.5 14.4 1ιP 1 7.0 




1ι4 1五4I 15.5 12.2 守:8 1 7.1 1 5.9 1 4.9 1 7.2 
(40-60) 4日向J60 40-60)1(50-65 25-35) 15-却〕35-5日)(40-55 (15-20 (50-60J 
末 子
1 6.1 1 5.6 1 1苧 1 5.1 I 1 4.2 I 1 1.0 1 7.5 : 1 5.9 1 5.0 
・崎…忠訴1 4.6 
(25-40) (30-40 15-25) ( 50-65X45-oO);C25-30) (20-30 (15-25: 
-24-
のまとめ













保育年数1年以上(長保育群〉 …...・H ・.1 6名(男子 5 ，女子 11)


























~とんど差が沿いといえ工 一一一 長保脊 噂ー・・ー短保育





いる。そして .長保有機には ，非社会性の問題点は少ないが.lJi社会性をはじめ .そのほかの項目では
性格面の反応
4)貌子関係
荷詳の義子関係I'Lついては .次表のよ司I'Lf，: !J .荷群間の差を検定 したととる.母親Kついては差が
みられず .父親については .長保育若手の棺否的態度と盲従丞K震がみられた。
~55表 親子関係診断テ スト( 丙毅)
〉哩型 消拒 績割巨 厳格 期待 干渉 不安 潮愛 盲従 手F猶 不一致
母 長保
15.5 t 4.4 12.7 15.7 12.7 9.4 Tι5 14.5 15.5 15.9 
，. 
予干詳 (15-25 20-31) 25-40 (50-65 (25-玉5 15-勾〉(25-35 25-40) 勾-30 25-お〕
短保 1ι8 16.2 120 14.5 1 3.. 10.8 1 b.7 1 6.1 1 5.3 15.9 貌 育群 (25-~O 40-60 ?5_40 (40-50 (35-45 20-25) (25-55 55-70) ?日-30(25-35) 
長銀 14.0 1 4.6 12.8 16.5 1五5 10.5 1 7.5 13.8 1 4.1 15.4 
父育理学 m.，m 、.e -:・守
25-40) 
会予・f~
( 1 2名〕( 5-15) 20-30 ( 65-80 (35-45 20-25) (35-50 15-20) 15-20 25-35) 
貌短保 17.31 17.11 12・7I 1 5.2 I 1 4.3 什1.5I 15.4 I 15・6I ，1;5.1・ 1ι7




( 母親) 必よび社会的活層YCt~êんど差が攻〈共通 している と凶句条件で比較する左らば ， 前述した社







を考える止に.必嬰なと とである。との点を倹討するために .本研究の調査資料から知られる純闘で .
共かせぎ家庭の幼児のグループ(共かぜぎ家庭若手と呼ぶ)と .尖かせぎで念い家庭の幼児のグループ(





失効，.Itき'家庭群…・……・ 17名〔占母子 6 ，女子 11 ) 































からだのとなし l ~ 
ζ と ば 1---+---=;"-十一一一→
集図への参加一←一一一ヂ乙÷一一寸一一一→











¥若¥手、類..._型 消拒 積搭 厳格 期待 干渉 不安 溺霊E 盲従 矛盾
τ(不珂4万~羽つ1 16.7 1 5.7 12.4 1 6.7 13.4 1 1.9 1 7. 2 16. :2 1 6.9 
母 共かせぎ
(25-40 30-40) 25-40) 65-80) (35-45 (25-50 (55-50 (55-70 30-45) 
1 7.0 15.8 11.9 1 4.0 f之q 呪8 1 7.0 15.7 1 4.5 
毅 会普 j溢
(30...40) (40-60 15-25) 40-5日 '(25-.35 (15-20 (35-50 (40-55 15-2日)(25-.3 
， 
~ 共かせぎ
1 7.0 1 6.4 12.3 1 7.2 1 4.5 1 2.1 1ι5 15.8 15.8 16.6 
( 1 6名〕 (40-60 40-60) 25-40) 80-;-90) (45-ω (30-40 (25-35 (40-55 初-30)(3い 50:
普通 16.8 16.9 1五1当詩句124.7 1五6 1 0.3 1 6.1J 1 4.7 14.6 1 6.4 貌


























断についてであるが .とれKついては .n V( ;l;~いて述べたので， ととでは〈り返さない。ただ，幼児κ
関しては ，鋭子商商から資料を得る方法のむずかしさを .つ〈 づ〈感ずるのである。第2陀 ，幼児をと
りま く環境条件の文化的側面の追究が欠けていたこと ， ~5 j1( .幼児の社会性を調査するのvr:.W(:事選の検














「保脊診断講座 I( 1 ， 2 • 3 ) 





























「兇盗心理J( 3 9年第 18巻 4号.9号 .1 1号)
-2守 一
務明書房
中山容l苫
金子容房
朝倉筈庖
金子書房
朝倉著書l占
金子書房
朝倉重Z庖
金子書房
金子容房
誠信書房
福村審庖
金子書房
光文社
紀伊国屋新書
筑波書l苫
金子苦手房
金子苦手房
